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DOZULE : 


毎日 の 祈り 


ナザレ に ト の イエ ズ ス は 死に 打ち 勝ち 給え り 。 
御 国 は 氷 遠 な り 。 
世 と 時 間 と を 打ち 敗 り に 来 だ り 給 う 。 

ああ 天主 、 御 身 を ば うと ぐせ る 人 々 を あわ れ み 、 彼 ら を 赦 
し 給え 。 彼 ら は その な す と ころ を 知ら ざる な り 。 

ああ 天主 、 こ の 世 の つ ま づ き を あわ れ み 給え 。 彼 ら を 悪魔 
の 零 よ り 解 き 上 放ち 給え 。 

ああ 天主 、 御 身 を 遠ざかる 人 々 を あわ れ み 給え 。 御 聖体 を 
望 お 届 を 彼ら に 与え 結 え 。 89。 

ああ 天主 、 光 栄 の 十字 架 の 足元 に 痛 価 に 来 だ る 人 々 を あわ 
れ み 給え 。 願 わこ ご は 、 彼 ら が そこ ご で 我ら の 救 主 な る 天主 の う 
ち に 平和 と 喜び と を 見 出さ ん こと を 。 

ああ 天主 、 御 国 の 来 だ らん こと を 。 さ れ ど 彼ら を 救い 給え 。 
時 は な お あり 。 が ガ の 時 は 近づけ ば な り 。 見 よ 、 我 は 来る 。 
アー メン 。 


主 イ エズ ス 、 来 だ り 結 え 。 
ロザリオ を 一 連 唱 える 
( 天 に まし ます 一 回 、 め で だ し 十 回 ) 
主 よ 、 御 身 の 無限 な る 慈悲 の 宝 を 、 あ まね ご 世 の 人 々 に 施 
し 給え 。 


イエ ズ ス は 、 こ の 祈り を 大 いな る 信頼 を も つて 和 缶 日 唱え る 
和信 て の 家 麻 は 、 全 て の 大 異変 がら 護 ら れる で し ょ う 、 そ し て 、 
自分 は その 羽 に 、 御 自分 の あめ われ み を 注ぎ まし ょ うと お 約 東 
し て 下さ いま し た 。 

1975 年 3 月 28 日 ドジ ユ レ に て 、 
イエ ズ ス 御 自身 びそ の ' 道具 」』 に な さ つ だ 御 約束 。 


r= 


1975 年 御 隆 誕 宗 の ン ベ ナ ^ 


1975 年 12 月 25 日 ド ビ ジ ュ レ に て 、 主 は 、 マ ドレ ー ヌ に 、 聖 年 
を 延長 きせ る だ め の ノ ベ ナ の 前 に こう お つ し ゃ いま し だ 。 


人類 は 私 の メッ セー ジ を 知り 、 そ れ を 実行 に 移さ な いか 
ぎり 、 平 和 を 見 出す こと は で き な い で あろ う 。 そ の 優し き の 
限り な い 私 の 父 は 、 破 局 を 避け る だ め に 私 の メッ セー ジ を 世 
界 に 知ら せ ば だ いと 望ん る で いら つ し ゃ いま す 。 か つて な い ほ ど 
に 私 は 、 私 の 聖 軍 の あふ れ を 全て の 苦 韻 する 魂 に 注ぎ だ い の 
で す 。 そ し て ご これ ガ が 私 の メ ツ セー ジ を 知り 、 そ れ を 実行 に 惣 
し だ 時 、 そ を それら の 魂 の 並々 に 約束 する も の で すず す 。》 


第 一 日 目 : (私 は 、 罪 人 ら が 陥 つて いる 辛 き を 和らげ よう 。》 
( 天 に まし ます 一 回 めで だ し 三 回 〉 


* 主 よ 、 御 身 の 苦 し き 御 受難 に より て 、 我 ら 及び 全 世 界 を 
あわ れ み 結 え 。 天 の いと 高き と ころ に は 天主 に 光栄 あれ 。 地 
上 に て は 天主 の 愛す る 人 々 に 平和 と よろ こび あれ 。> 


(十字 架 の ED を し な さい 。》 


第 二 日 目 : 〈 私 は 聖 龍 に よ つ て 、 司 察 及 び 修道 者 の 填 魂 を 型 
に し よう 。 何故 な ら 私 の メッ セー ジ ガ 知ら れる 
よう に な る の は 、 彼 ら の 手 に よる べき だ が ガ ら で あ 
る 。》 

( 天 に まし ます 一 回 、 め で だ し 三 回 〉 
* 主 よ 、 御 身 の 苦 し き 御 受難 に より て … 
天 の い と 高き … 地 上 に て は …》 


† 


pe 


第 三 日 目 : 《 私 は 、 敬 虚 で 、 忠 実 な 魂 を 私 の 聖 M の そば に と 
ど め て お こう 。 彼 ら は 、 カ ル ワ リ オ の 道 の 途中 で 
私 を 元気 づけ て ぐれ だ 。 


( 天 に まし ます 一 回 、 め で だ し 三 回 〉 


〈 主 よ 、 御 身 の 苦し き 御 受難 に より て … 
天 の い と 高き … 地 上 に て は …》 


+ 


| 第 四 日 目 : 《 私 は 、 私 の 聖 柚 の 光線 を 彼ら が 私 の メッ セー ジ 


| を 知 ろ うと する 時 、 異 封 徒 と 、 全 て 私 を 未だ 知ら 
な い 人 々 と に 注 ご う 。》 


( 天 に まし ます 一 回 、 め で だ し 三 回 ) 


( 主 よ 、 御 身 の 苦し き 御 受難 に より て … 
天 の い と 高き … 地 上 に て は …》 


+ 


第 五 日 目 : 《 私 は 異端 と 背 教 痢 と の 眉 魂 を カト リリ ッ ツク 教 会 の 
一 致 へ と 招 こ う 。》 
( 天 に まし ます 一 回 、 め で だ し 三 回 )〉 
* 主 よ 、 御 身 の 苦 し き 御 受難 に より て … 
天 の い と 高き … 地 上 に て は …) 


† 


re 


第 導 日 目 : 


第 七 日 目 : 


第 八 日 目 : 


《 私 は 、 私 の 聖心 の 館 の うち に 、 子 供 ら と 謙 箇 な 
霊魂 を 受け 入れ よう 。 彼ら が 、 天 の 私 だ ちの 御 父 
へ の 特別 な 愛情 を 持 だ ん が だ め に 。》 
( 天 に まし ます 一 回 、 め で だ し 有三 回 ) 


《 主 よ 、 御 身 の 苦 し き 御 受難 に より て … 
天 の い と 高き … 地 上 に て は … ふ 


+ 


(私 は 、 私 の メッ セー ジ を 知 つ て 最後 まで 守り 通 
す 人 々 に 全て の 種類 の 聖 衣 を 号 え よう 。》 
( 夫 に まし ます 一 回 、 め で だ し 三 回 ) 


〈 主 よ 、 御 身 の 苦し き 御 受難 に より て … 
天 の い と 高き き … 地 上 に て は …》 


+ 


{私 は 、 誠 獄 の 電 列 を 慰め よう 。 私 の 皿 潮 は 、 彼 
ら の 火傷 を いや す で あ ろう 。》 
( 天 に まし ます 一 回 、 め で だ し 三 回 〉 


〈 主 よ 、 御 身 の 苦し き 御 受難 に より て … 
天 の い と 高き … 地 上 に て は …》 


† 


re 


第 九 日 目 : 〈 私 は 最も ガ だ ごく な な 貝 、 玉 りつ い だ 霊 魂 、 私 の 
聖 選 を 最も 奥深 ぐ 傷 つけ る 霊魂 だ ち を も 再び 燃え 
だ だ せよ う 。》 の 
( 天 に まし ます 一 回 めで だ し 三 回 ) 


*《 主 よ 、 御 身 の 苦 し き 御 受難 に より て … 
天 の い と 高き … 地 上 に て は …》 


《 私 は 、 光 栄 の 十字 架 の 下 に 痛 梅 に 来る 人 々 及び 
私 が 彼ら に 教え だ 祈り を 缶 日 唱え る 人 全て に 、 
『 こ の 世に お いて は 、 サ タン は 彼ら に 対し て も は や 
力 を 持つ こと は な ご 、 し ば ら ぐ 汚れ の 時 が あつ て 
も だ ち ま ち に し て 彼ら は 清く 、 氷 速 に 天主 の と 
な る で あろ う 』 と 約束 し よう 。 そ の 優し さ の 限り 
な き 私 の 父 は 、 奈 落 の 底 に 落ち お ガ け て いる 人類 を 
救う こと を 望ん で いら つ し ゃ る の で す 。 ご の 最後 | 
の メッ セー ジ に よ つ て 、 あ な だ が だ を 準備 し な く 
て は な お ならない の で す 。}》 
< 十字 架 の EH を し な さい 。》 1 


{VOS AAICI AEI ESTIS.》 
(SI FECERITIS QUAE EGO PPAECIPIO VOBIS》 


(も し あな だ 万 が 私 の 命ずる こと を する な ら ば 
あな だ 万 は 私 の 友 で す 。) | 


この 祈り と ドジ ュ レ の メッ セー ジ は 、 
Les Amis de la CROIX GLORIEUSE 
171, rue de l'Universite 75007 PARIS 
C.C.P.: 21 228 53 E Paris 
日 本 語 版 は 、 
〒421-11 静岡 県 忘 林 郡 岡部 町 内 谷 581 の 2 | 
岡 如 聖 田 保育 園内 光栄 の 十字 架 の 友 」 | Mi 


イエ ズ ス 、 われ 御 身 に 信頼 し 奉る 。 


「 こ れ を 手 本 に し て 同じ よう な 御影 を 描き 、 
(イエ ズ ス 、 わ れ 御 身 に 信頼 し 奉る 。)》 と し る 
し な さい 。 私 は この 御影 が まず お 前 た ちの 型 
堂 で 、 次 に 全 世 界 で 崇 散 され る こと を 望ん で 
いる 。 私 は これ を 栄 散 する 人 々 は 減 びな いこ 
と を 約束 する 。 私 は この 人 々 が すでに この 世 
で 、 と り わ け 了 臨終 の 時 に お いて 、 英 に 対す る 
勝利 を 得る こと を 約束 する 。 私 は 彼ら を 私 の 
光栄 と し て 、 私 自身 が 守 ろ う a 


『 こ の 光線 は 血 と 水 を 意味 し て いる 。 水 は 圭 
魂 た ち を 義 と する 。 血 は 霊 殊 の 命 で ある 。 自 
と 水 は 十字 架 上 で 開か れ た 私 の 聖心 か ら 湖 き 
出 て いる 。 こ の 光線 は 私 の 御 父 の 怒り か ら 守 
贅 を 保護 する 。 こ の 陰 に 生き る 人 は 挙 い な る 
か な 。 御 正義 は 彼 に まで 届か な い だ ろ う 』 
(イエ ズ ス の ファ ウス チ ナ 修道 女 へ の メッ セー ジ ) 


ああ 、 イ エズ ス の 聖心 か ら 御 あ わ 
れ み の 泉 と し て 湧き 出 ずる 御 血 と 水 
よ 、 わ れ 御 身 に 信頼 し 奉る 。 


